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することができなかった．そこで，本研究では，平成 17 年から 4 年間にわたっ
て開催した運動教室への参加者の SFT の測定結果を整理し，東海市における地
域在住高齢者の評価基準を作成することを目的とした．対象は運動教室に参加
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【はじめに】 




 本学においても竹島らの方法 3)を参考に過去 3 年間にわたり，東海市在住の高齢者に対
して介護予防を目的に東海市社会福祉協議会及び東海市保健福祉課の主催のもと幅広い体
力水準の高齢者に運動教室を実施し，その成果を本紀要に報告してきた． 

















た地域在住高齢者の 55 歳から 93 歳の 338 名








 体力測定は，筋力の指標として，①握力，②Arm Curl（以下, AC），③Chair Stand（以
表 1: 対象者の身体特徴  







男性  0 ― ― 
女性  32 54 ± 8 152 ± 4 
前期群  
男性  48 63 ± 9 162 ± 5 
女性  153 53 ± 8 151 ± 5 
後期群  
男性  53 60 ± 9 160 ± 6 
女性  52 50 ± 8 149 ± 5 
1. mean ± SD（標準偏差）  
2. 中年群 : 64 歳以下 ,前期群 : 65~74 歳(前期高
齢者),後期群 : 75 歳以上(後期高齢者) 
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下, CS），柔軟性の指標として，④Back Scratch Test（以下, BS），⑤Chair Sit and Reach
（以下, SR），バランスの指標として，⑥Functional Reach Test（以下, FRT），⑦Timed Up 
and Go Test（以下, TUG），⑧閉眼片足立位（以下,片足立位），⑨Four square step test
（以下, FSST）の 9 項目を行った． 
①握力:握力は，スメドレー式の握力計を用いて握りの幅を 5.0 cm に設定して，立位・肘
関節伸展位にて測定した．右上肢を対象に 2 回計測し，良い方をデータとした． 
②AC：上肢筋力測定のため，背もたれのある椅子（42.5 cm）に座り，5 ポンド（女性）も
しくは 8 ポンド（男性）のダンベルをもち，30 秒間で何回肘関節の屈伸運動が行えるかの
回数を 2 回測定し，良い方をデータとした． 
③CS：下肢筋力測定のため，背もたれのある椅子（42.5 ㎝）に座り，30 秒間に何回椅子
から立ち上がることが可能かの回数を 2 回測定し，良い方をデータとした． 
④BS：上肢の柔軟性を測定するため，体幹背面で左右の中指を掌側面で合わせるように近







































図１: Four Square Step Test
の測定方法 









































中年群  前期群  後期群  





－  －  －  ~43 42~25 24~ ~42 41~27 26~ 
AC 
(回) 
－  －  －  ~29 28~17 16~ ~27 26~17 16~ 
CS 
(回) 
－  －  －  ~28 27~13 12~ ~26 25~13 12~ 
BS 
(cm) 
－  －  －  ~6 5~-31 -32~ ~-2 -1~-33 -34~ 
SR 
(cm) 
－  －  －  ~23 22~-4 -5~ ~25 24~-6 -7~ 
FRT 
(cm) 
－  －  －  ~40 39~22 21~ ~34 33~22 21~ 
TUG 
(秒) 
－  －  －  ~3.6 3.7~5.8 5.9~ ~4.1 4.2~5.6 5.7~ 
片足立位 
(秒) 
－  －  －  ~8.0 7.9~0.1 0~ ~4.5 4.4~2.1 2.0~ 
FSST 
(秒) 





~30 29~16 15~ ~28 27~14 13~ ~26 25~12 11~ 
AC 
(回)# 
~29 28~21 20~ ~28 27~16 15~ ~26 25~13 12~ 
CS 
(回) 
~30 29~20 19~ ~26 25~16 15~ ~25 24~11 10~ 
BS 
(cm) 
~19 18~-15 -16~ ~15 14~-13 -14~ ~12 11~-18 -19~ 
SR 
(cm) 
~30 29~8 7~ ~27 26~5 4~ ~25 24~5 4~ 
FRT 
(cm) 
~38 37~20 19~ ~36 35~22 21~ ~33 32~21 20~ 
TUG 
(秒) 
~3.3 3.2~5.3 5.2~ ~3.9 3.8~5.7 5.8~ ~4.4 4.3~6.2 6.3~ 
片足立位 
(秒) 
~14.0 13.9~0.1 0~ ~10.8 10.7~0.1 0~ ~5.4 5.3~0.7 0.6~ 
FSST 
(秒) 
~4.3 4.2~7.9 8.0~ ~4.6 4.5~9.0 9.1~ ~6.3 6.4~9.5 9.6~ 
 中年群 : 64 歳以下 , 前期群 : 65~74 歳(前期高齢者), 後期群 : 75 歳以上(後期高齢者) 
 四分位法を用いて体力評価基準を作成した．25％タイル以下を「劣る」，25～75％タイルを「標準」，
75％タイル以上を「優れる」とした．  
 Arm Curl（AC），Chair Stand（CS），Back Scratch Test（BS），Chair Sit and Reach（SR），Functional Reach 
Test（FRT），Timed Up and Go Test（TUG），閉眼片足立位（片足立位），Four square step test（FSST） 
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